学習者が「自己」について追究することのできる文学的文章の学習指導に関する考察 : ナラティヴ・アプローチを手がかりとして by 武田, 裕司
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4.2. 「ナラティヴ・アプローチ」を用いることの意義 









































































ここでの大文字の Self は一般的な用語としての自己 self とは区別されるものである。つまり,self の
よ う に 「 下 位 部 分 」 を 何 ら か の 最 終 的 な か た ち に 統 合 す る 力 で は な く
(H.Hermans&H.Kempen,2006,p.130),Self は自己を全体として積極的に総合しようと指向するメタ的
ポジションのことをあらわしている。しかしさまざまな I ポジションはその総合に抵抗し,Self 自体
も他の I ポジションとの対話の中で支配されてしまうような,言い換えれば Self は I ポジションの内
の一つであるという点において従来の一般的な self と区別されなければならないものである。この
ようにこれまでの、「下位部分」を「統合」するものだと考えられていた「self」ではなく、I ポジ
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